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リハビリテーション天草病院 当院の紹介
▌所在地︓埼⽟県越⾕市

▌病床数︓175床
（全棟回復期リハビリテーション病棟）

⼊院患者の約80％が脳⾎管疾患

▌ セラピスト数 159名
PT︓73名 OT︓59名 ST︓27名

外来リハ部⾨ ⼀⽇の患者数 137名 2025年5⽉実績

失語症・⾼次脳機能障害に対しての個別リハビリ
就労⽀援に向けたリハビリとしてジョブリハビリ（特殊外来）



サムズアップワークスの紹介
▌所在地︓埼⽟県越⾕市

▌障害者福祉サービス事業所
⾃⽴訓練【⽣活訓練】 ︓定員２０名
就 労 移 ⾏ ⽀ 援︓定員２０名
就 労 定 着 ⽀ 援︓定員２０名

▌利⽤者
男⼥⽐ ２０:１８
⾝体︓４ 精神︓２０ 療育︓１４
（ うち⾼次脳機能障害︓６）

⾃⽴訓練（⽣活訓練）︓⽣活リズムの安定・⾦銭管理・コミュニケーション
就労移⾏︓ビジネスマナー・ＰＣ訓練・就職活動・⾯接同⾏
就労定着︓継続的な就労環境の⽀援



2つの施設の位置関係としては
越⾕市内の10キロ圏内
電⾞︓5駅 13分
⾞ ︓25分

リハビリテーション
天草病院

福祉サービス事業
サムズアップワークス



医療と介護の現状

厚労省資料



厚労省資料

医療と介護の現状



⾼次脳機能障害と福祉の現状

福祉サービス事業所

⾃宅

緊 急 事 態



⾼次脳機能障害と福祉の現状

⾃宅

緊 急 事 態

【キーパーソン】
ケアマネージャー
ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ

介護保険を利⽤しての
通所リハビリを利⽤する

介護保険のサービスと
障害福祉サービスの

併⽤が出来る事が周知されていない



⾼次脳機能障害と福祉の現状

⾃宅

緊 急 事 態
⾃宅に戻り外部との接触が激減する

障害⼿帳などの制度や申請⽅法が
分からない

家族や関係者の負担が増える

当事者も障害特性を理解できない



就労準備

発症から就労までの流れ

発症 急性期 回復期

回復リハビリ

生活の安定と就労準備

職業相談

在宅生活の再開

外来／通所リハビリ医療・治療

医療保険 介護保険

障害福祉サービス



機能訓練
⽣活訓練

就労の⽀援機関

回復期

回復リハビリ

生活の安定と就労準備
在宅生活
の再開

外来／通所リハビリ 就労準備

外来／通所リハ

医療保険
外来リハ

介護保険
通所リハ

基
幹
相
談

障
害

者
就

労
⽀

援
セ

ン
タ

ー

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

就労移⾏⽀援

就労継続Ａ型

就労継続Ｂ型
福祉的就労

復職
新規就労

職業準備⽀援

障害者委託訓練
復職
新規就労

職業相談



実践報告

外来リハビリと障害福祉サービス事業所の
連携により就労に⾄った1例



症例紹介

４０歳代 男性 Ａさん

診断名︓脳梗塞
障害名︓失語症

⾼次脳機能障害（注意障害・遂⾏機能障害・失⾏）
既往歴︓特になし
現病歴︓朝、トイレで倒れているところを発⾒

急性期病院へ救急搬送され、脳梗塞の診断で⼊院
発症18⽇⽬に当院回復期病棟へ転院となる

職業︓会社員（建築設計⼠）
家族︓⺟・弟２⼈との４⼈暮らし



発症 急性期 回復期 生活の安定と就労準備在宅生活の再開

発症18⽇に当院回復期に転院となる

⾝体機能︓独歩、軽度感覚の鈍⿇
失語症 ︓失語症は重度で⽇常会話はごく簡単なやりとりであれば可能
⾼次脳機能︓注意障害・遂⾏機能障害・失⾏

⼊院中はＰＴ・ＯＴ・ＳＴによるリハビリを１⽇２〜３時間実施

【復職に向けて】 復職の希望があり、外来でのリハビリを継続することになる

切れ⽬なく外来への移⾏ができるよう外来担当者が⼊院中より介⼊しに連携を図る



発症 急性期 回復期 生活の安定と就労準備在宅生活の再開

発症106⽇より当院での外来リハビリを開始

ＳＴ︓週１回 ４０分 個別リハ

聞き取り能⼒・⼝頭表出能⼒・書字能⼒の向上
ＯＴ︓隔週 ２時間 ジョブリハ

注意⼒や遂⾏機能の改善、作業耐久性の向上

発症１年頃︓症候性てんかんの発作 ⇒ 服薬でのコントロールを開始

障害者職業センターへ相談

→ 復職を検討をしましたが失語症や⾼次脳機能障害を考慮した結果、退職となる

建築⼠への復職を希望 →



発症 急性期 回復期 生活の安定と就労準備在宅生活の再開

新規就労に向けて

A型事業所・B型事業所を
数か所 ⾒学

失語症による⾔語能⼒の低下やコミュニケーション⾯の不安
注意⼒の低下や障害に対する⾃⼰認識の低下
体⼒低下やてんかん発作などの⾝体的な不安定さ

→ 就労移⾏⽀援事業所の利⽤の検討

会社を退職したことにより
新規就労の希望あり



• 紹介を受け事業所を⾒学・3⽇間の体験利⽤

• ２０ＸＸ年５⽉から障害福祉サービス受給者証を発⾏して就労移⾏⽀援の利⽤開始。

• 訓練開始当時は失語症の症状も強く、本⼈の障害受容も進んでいない。

• 挨拶から始め会話などのコミュニケーションをとる。

• ⾔語の問題があり、⾔葉をおもいだしてメモに残すなどする。

• 前職の特徴もあり、アートの時間に絵をかいたり創作したりを得意としていた。

• 得意分野を介して⾃らコミュニケーションをとる場⾯が増える。

⽣活の安定と就労準備



• 本⼈は⽋席する事は無く事業所への通所利⽤は継続され、ＰＣを⾃習するなどを⾏っていた。

• 最初は職員との簡単な単語での会話から本⼈の趣味などで⽇常会話を始める。

• 次第に他の利⽤者とも会話が増え始める。

• 単⾝での⾃習から集団での訓練にも参加する時間が増える。

• 幕張ワークサンプルを⾏い、PCでの⾔語⼊⼒・作業訓練を実施。

⇒本⼈の特性に気づいていく。

⇒ミスしやすい傾向と対策が出来上がっていく。

⇒本⼈⾃ら考えて対策をするように出来てくる。

⽣活の安定と就労準備



• Ａ市の地域連携事業を利⽤して職場実習を始める。

• 利⽤開始から１年６か⽉を経過してから就職への意識が始まる。

• Ｂ市にある農業法⼈で障害者雇⽤を始めたいと事業所に相談があり、企業と本⼈・就労⽀援員が

 協⼒して就労環境を模索しながら実習を⾏う。

• 実習を繰り返していく中で雇⽤先と就労⽀援員とで作業の切り分けや勤務時間などを⾏い

２０ＸＸ年５⽉にトライアル雇⽤制度を利⽤して３ヶ⽉間の就労しながらの訓練期間に⼊る。

• この時に就労移⾏⽀援の基本期間２年を消費していたので市に延⻑申請をして訓練開始から

２年３ヶ⽉を使って２０ＸＸ年９⽉に就職へ⾄り、現在も就労定着⽀援のサービスを利⽤しながら

就労を継続されている。

就職から現在



⭐ まとめ
１、地域のネットワークの構築

・事業所開設時の営業活動でサービスの内容を紹介

・⾼次脳機能障害の⽀援者・当事者の交流会への参加

・サムズアップワークス主催の勉強会を開催

2、連携の⽅法について

・電話でのやりとりが中⼼

・アプリを利⽤しての情報共有

・お互いの医療機関や事業所の訪問し、直接情報共有

【お互いどのような情報が知りたいか】
外来リハ⇒福祉・・・発症からの経過や経済状況や⼿帳・年⾦等の申請状況

リハビリの訓練内容から⾼次脳機能検査検査結果。

障害福祉⇒外来リハ・・・通所状況、事業所での訓練内容など


